
 

 

 

企 画 名 ： ため池や自然止水域におけるネオニコチノイド系農薬の汚染状況と絶滅危惧水生昆虫の生息状

況の送還調査 Ⅴ 

団 体 名 ： 苅部治紀 

 

1．報告要旨 

5年間継続したネオニコチノイド系農薬（7種）の調査により、１）国内の自然水域で北海道から沖縄まで広く汚染が

確認された。これらは当初汚染が問題になった水田やその周辺だけではなく、畑地周辺でも同様に汚染が拡大して

いることを示唆している。土壌吸着して長年汚染が継続するという水溶性の本薬剤の特徴が環境負荷の視点では

看過できない問題であることを示唆している。２）ベッコウトンボなどの絶滅危惧種生息地でも環境基準値を超える

高濃度汚染も確認された例があり、とくに岐阜県東濃地域では本薬剤が減少の主要因になった可能性が高いこと

が示唆されるなど、多くの水生昆虫の減少要因になっている可能性が高いことが示唆された。３）一方、調査開始時

点の 5年前と比較するとネオニコチノイド系農薬 7種の検出比率は明らかに低下しており、それはとくに有毒性が

一般にも知られるようになったフィプロニルで顕著だった。これは実際に農地でのネオニコチノイド系薬剤使用が減

っている可能性と、本研究で対象にしていない他のネオニコ薬剤に移行して、見かけ上の使用量が減少している可

能性があるので注意が必要である。フィプロニルの検出が減少した地点では、昆虫の回復が見られた例も複数あっ

た。４）実践的な保全現場では、農地に近い産地を改善して、汚染や外来種の影響を排除して管理するよりも、最初

から「農薬汚染のリスクがほとんどない場所に池を作ってしまう」ほうが、費用対効果的に見ても成果が上がること

が示されている。 
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